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――最近、意思決定の分野でよく耳にするベイズ統
計学とはどのようなものでしょうか。
　われわれが行う意思決定は何事も「何が起こるか

分からない」という不確定な状況で行われます。不確

定なものはどうやっても不確定なままですが、ベイ

ズ統計は主観確率という概念によって不確定な世界

を精密に示そうというもので、実際的な問題解決に

役立てることができます。主観確率とは、意思決定

者の主観を表現するもので、それをどのように評価

するかは数学というより心理学の問題です。しかし、

主観確率といっても恣意的な値であってはならず、

確率法則を満たしている必要があります。

――意思決定とベイズ統計学はどのように関わって
いるのでしょうか。
　ベイズ統計学では不確定性が主観確率によって評

価されるわけですから、その不確定な事象の望まし

さ（効用）を可視化すれば、予想される望ましさ（期

待効用）が最も大きな選択肢を選ぶことができます。

不確定性はなくなりませんが、データを集めれば不

確定性をより小さくすることができます。

――一般的によく使われている統計的仮説検定のア
プローチとは異なるのでしょうか。

　一般的な統計学では、例えば二つの条件に差があ

るかどうかというときに、「二つの条件に差がない」

という仮説（帰無仮説）を置いた上でそれが否定され

るか否かということを問題にします。一方、われわれ

が普段問題にしているのはその差の大きさや、ある

いはどちらが上か下かといったことでしょう。そう

した問いに対して素朴に答えるのがベイズ統計学で

す。もともと統計学はベイズ統計学的な考え方だっ

たのですが、妙に数学的になり難しくなってしまい

ました。

――実際のビジネスのなかでは、どのように使うこ
とができるのでしょうか。
　例えば企業の人材採用に関していえば、応募者が

最も良く会社に役立つかどうかが重要です。その人

を採用した場合と不採用にした場合で予想される効

用を評価し、期待効用の高い人を採用すればいいと

いうことになります。またベイズ統計学は消費者が

何を選択するかといった予測や、どのようなポート

フォリオに投資するとどのくらい利益が出るといっ

たシミュレーションにも使うことができます。採用

の場面で効用を予想する際は、会社の利潤に直接結

びつかなくても組織の雰囲気を良くする、会社の士
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気を高めるなどいろいろな観点があるので一つの効

用に統合する難しさがあります。しかし、投資活動

でお金をどう分配するかという問題であれば利潤の

追求だけでよいので、一番お金が儲かると予想され

る分配にすればいいということになります。企業が

利益をあげようと思うなら、収集の過程がモデル化

できるようなデータを取って結果の予想と結果の望

ましさを計算するのは大変有益です。

――きちんと結果を予想し、結果の望ましさを合理
的に評価できれば、適切な意思決定ができるように
なるわけですね。しかし実際には企業で何らかの戦
略を採択するか否か決定するとき、厳密な数理的計
算がうまくいかないケースもよくあるようです。
　数理的なモデルやデータ分析が必ずしも現実の主

要な要素を正しく捉えていない場合には、数学的に

厳密で、かつ、分析も適切であっても結果を伴わな

いことが多いと思われます。それに対して洞察の鋭

い個人ならば、数学モデルもベイズ統計学も知らな

くても、すべての重要な要素を考慮した意思決定を

無意識的に行っているといえるかもしれません。い

わば、無意識のなかで合理的な判断をしていると思

われます。あの桶狭間の戦いでの信長の決定にもそ

れを感じます。

――寡兵の織田信長が、圧倒的多勢の今川義元に対
して一か八かの奇襲作戦を仕掛けた戦いですね。
　桶狭間の戦いにおける信長の意思決定を考えてみ

ましょう。海道一の弓取りといわれた今川義元の侵

攻に対し信長が奇襲を仕掛けたという説が広く行き

渡っていますが、当時の記録によると、実は信長の

布陣していた場所は今川軍から丸見えで、奇襲する

ことはできなかったようです。すると義元が侵攻し

てきたときの信長の選択肢は、①積極的に攻勢をか

ける、②全面的な対立を避け籠城などの持久戦に持

ち込み、義元が部分的勝利で満足し引き上げるのを

待つという二つでした。この二つの選択肢のどちら

がよいかを決めるには、それぞれのアクションでど

んな結果が生じるのかを予想し、次に決定の後に予

想される結果のそれぞれについて信長がどう評価す

るかが問題です。おおざっぱにいえば、戦争の結果

は勝利か敗北であり、敗北には一部の領地の割譲で

済むような部分的敗北と、信長の戦死を含む完全な

敗北があります。

――実際の判断結果として、信長は積極的に攻勢を
かけて勝利しました。
　信長は通常の戦国大名とは異なり、現状維持をよ

しとしない価値観を持っていたのではないでしょう

か。すると彼にとって敗北は、部分的敗北でも、自分

が戦死してもそう大差はなかったと想像できます。

ところが家臣から見れば、領土の割譲だけで済む部

分的な敗北は自分も死ぬかもしれない完全な敗北と

比較するならば格段に価値が高い。すると家臣の立

場からすると籠城戦のほうが合理的であるというこ

とになり、実際そういう意見具申もあったと伝えら

れていますが、信長の価値観から見れば、あの戦い

において一か八かともかく攻撃してみるというのは

合理的であったともいえるのです。

――さて、一般のビジネスパーソンがベイズ統計学
を学ぶにはどうすればよいでしょうか。
　そういう人たちのために役立つ本を私も書きたい

と思っていますが、日本でもベイズ統計学を分かり

やすく解説した本が多く出版されるようになりまし

た。それらの本を参考に、統計家にアドバイスをも

らいながら、実際に当面する問題をベイズ統計学を

使って解いてみるのが一番よいと思います。
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